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文
化
祭
を
終
え
て館

長　
竹
本　
和
佳
子

11
月
9
日
か
ら
11
月
16
日
に
わ
た
り
、

二
中
地
区
市
民
委
員
会
主
催
の
「
第
39
回

二
中
地
区
文
化
祭
」
が
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、各
種
同
好
会
及
び
小
中
学
生
、

地
域
の
方
々
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
文
化
芸
術
作
品
は
皆
、
意
欲
作
を
出
品

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
多
彩
さ
に
び
っ
く

り
す
る
と
と
も
に
、
各
出
品
者
の
日
頃
か

ら
の
努
力
、
鍛
錬
が
思
い
図
ら
れ
て
、
正

に
文
化
芸
術
展
に
ふ
さ
わ
し
い
、
格
調
あ

る
雰
囲
気
と
な
り
多
く
の
方
々
が
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
芸
能
大
会
で
は
、
同
好
会
に

よ
る
各
種
演
奏
・
演
技
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、
太
極
拳
、
大
正
琴
、
舞
踊
）、

一
般
の
方
に
よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
、
腹
話
術
等
が
多
彩
に

行
わ
れ
、
多
く
の
方
に
拍
手
喝
采
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
玄
関
前
で
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

の
発
表
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
多
く
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

屋
外
は
各
種
多
様
な
模
擬
店
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
二
中
地
区
文
化
祭
の
目
玉
と
し

て
定
着
し
て
お
り
ま
す
農
産
物
の
展
示
即

売
会
に
は
朝
早
く
か
ら
行
列
が
で
き
、
そ

の
他
煮
い
か
、
焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
綿
あ
め
、
豚
汁
、
そ
ば
等
も
あ
り
ま

し
た
。子
ど
も
広
場
で
は
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
生
に
よ

る
模
擬
店
（
焼
き
芋
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

面
創
会

山
口　
政
男　

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

生
涯
学
習
館
の
閉
館
に
伴
い
、
４
月
か

ら
二
中
地
区
公
民
館
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
故
、
斉
藤
高
夫
先
生

が
１
９
９
３
年
に
設
立
し
た
常
陸
彫
友
会

で
、現
在
は
他
に
二
支
部
が
あ
り
ま
す
。ピ
ー

ク
時
は
50
名
を
超
え
た
会
員
数
も
今
は
20

数
名
程
で
す
。
我
が
面
創
会
も
20
代
か
ら

上
は
80
代
の
７
名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

※

順
不
同
敬
称
略

農
産
物
展
示
即
売
会

　
　
　
　
　
　
協
力
者

◆
木
田
余
東	

鳥
羽　

圭
一	

羽
成　

照
昭

羽
成
ふ
さ
子	

吉
田　

信
茂

松
浦　

安
貢	

鳥
羽　

博
司	

羽
成　
　

勇	

殿
岡　

一
男

◆
木
田
余
西

川
島　

一
男	

小
野　

俊
雄

藤
﨑　

久
史	

久
松　

正
人

吉
田　

恵
子	

◆
木
田
余
中

野
口　

重
典	

殿
岡　

将
男

久
松　

利
光	

小
島　

安
雄

山
本　

徹
夫

◆
木
田
余
沖

藤
崎　

孝
一	

小
野　

一
男

黒
田　

昌
幸	

小
野　

丹
生

髙
原　
　

厚	

小
野　

俊
之

◆
殿
里
東

菊
田　

泰
弘

◆
殿
里
西

岡
田　

寿
夫

◆
東
真
鍋

間
中　
　

浄	

海
老
原
一
郎

塚
本　

哲
治	

海
老
原
英
夫

◆
西
真
鍋

羽
方　

文
彌	

岩
浪　

英
一

塙　
　

和
孝	

軽
部　

信
二

岩
浪　

信
一

◆
木
田
余
東
台

関
森　

四
朗

赤
飯
等
）
が
あ
り
、
ど
の
模
擬
店
も
大
盛

況
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
化
祭
が
盛
大

に
実
施
で
き
ま
し
た
裏
に
は
、
作
品
展
示

場
所
の
設
置
、
ス
テ
ー
ジ
設
置
、
模
擬
店

設
置
等
の
準
備
、
当
日
の
係
分
担
、
後
片

付
け
等
に
二
中
地
区
市
民
委
員
会
の
皆
様

を
は
じ
め
、
各
町
内
会
、
民
生
委
員
、
同

好
会
や
各
種
団
体
、
農
産
物
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
農
家
組
合
の
方
々
の
献
身
的

な
お
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
改
め
て
思
い
、
更
に
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
で
は
神
楽
面
を
始
め
、
能
面
、
獅
子

頭
木
彫
置
物
、
板
画
等
、
手
広
く
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
制
作
工
程
に
は
多
く
の
技
法

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
会
員
同
士
の
切

磋
琢
磨
、
趣
味
同
心
の
精
神
で
、
生
涯
現

役
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
又
、
や
る
な
ら

楽
し
く
や
る

を
モ
ッ
ト
ー

に
お
茶
と
お

菓
子
と
お
話

の
時
間
も
大

切
に
し
て
お

り
ま
す
。
楽

し
く
過
ご
す

と
人
間
は
病

気
に
な
り
に

く
い
と
も
聞

き
ま
す
。
お

し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
良

い
お
面
等
が

出
来
る
な
ん

て
、
最
も
お

金
の
か
か
ら

な
い
健
康
法

か
も
で
す
。
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土
浦
亀
城
刀
剣
会
は
、
茨
城
県
南
部
の

土
浦
や
つ
く
ば
市
を
中
心
と
す
る
刀
剣
愛

好
家
の
団
体
で
、
土
浦
城
の
別
名
亀
城
に

ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に

お
け
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
日
本
刀
が
果

た
し
て
き
た
役
割
は
精
神
文
化
を
含
め
大

変
大
い
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

当
会
は
、
平
成
25
年
、
公
益
財
団
法
人

「
日
本
美
術
刀
剣
保
存
会
協
会
」
の
協
力

団
体
と
し
て
承
認
設
立
さ
れ
、
10
年
以
上

に
渡
り
50
回
以
上
の
定
例
会
（
日
本
刀
鑑

賞
鑑
定
会
）、
刀
装
具
（
鍔
、
目
貫
、
拵

な
ど
）
の
鑑

賞
会
を
行
い

現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
日

本
刀
の
文
化

的
価
値
、
啓

蒙
、
市
民
講

座
な
ど
を
介

し
て
、
日
本

刀
文
化
の
発

展
、
交
流
に

努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
12

月
に
は
土
浦

藩
藩
士
「
心

慶
胤
光
を
偲

ぶ
会
」
を
催

し
ま
し
た
。

土
浦
亀
城
刀
剣
会亀

山　
栄
二
　

フ
ラ
ワ
ー
会

早
川　
泰
子
　

穂
踊
会

高
瀬　
淑
乃
　

生
涯
学
習
館
が
閉
館
に
な
り
、
９
月
か

ら
活
動
の
場
を
二
中
地
区
公
民
館
に
移
し

ま
し
た
フ
ラ
ワ
ー
会
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
中
の

テ
ー
ブ
ル
フ

ラ
ワ
ー
を
メ

イ
ン
に
花
の

ア
レ
ン
ジ
を

し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
会
員
に

同
じ
花
材
が

届
き
、
各
々

の
感
性
で
オ

ア
シ
ス
に
挿

し
、
形
を
ア

レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
五

頭
和
子
先
生

が
、
花
材
の

特
徴
、
長
さ
、

向
き
、グ
リ
ー

ン
の
あ
し
ら

い
、
花
々
の

活
か
し
方
等

を
教
え
て
下

さ
り
な
が
ら
手
直
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
最
初
の
形
を
変
え
る
事
な
く
私
達
の

ア
レ
ン
ジ
は
一
段
と
輝
い
て
き
ま
す
。
こ

れ
が
一
番
の
勉
強
に
な
る
時
に
な
り
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
我
が
家
の
玄

関
を
明
る
く
色
ど
り
、
私
達
の
生
活
を
楽

し
く
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
会
員
募
集
中
）

生
涯
学
習
館
で
新
日
本
舞
踊（
歌
謡
曲
）

の
講
座
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
時

そ
れ
に
参
加
し
た
人
達
の
「
も
っ
と
習
い

た
い
、
続
け
た
い
」
と
の
要
望
が
多
か
っ

た
た
め
、
穂
踊
会
を
結
成
し
、
正
派
若
柳

流
の
若
柳
久
美
穂
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
お
稽
古
を
続
け
、
早
、
20
年
も
過
ぎ

ま
し
た
。

お
稽
古
を
受
け
る
時
、
先
生
は
曲
目
の

内
容
を
説
明
し
て
下
さ
り
、
手
や
足
の
は

こ
び
、
顔
や
体
の
向
き
等
、
事
細
か
く
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
稽
古
は
体
を

動
か
し
、
頭
を
使
い
、
心
身
共
に
健
康
に

と
て
も
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。（
ぼ
け

防
止
に
も
）
何
時
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
み
な
が
ら
会
員
一
同
お
稽
古
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
に
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

踊
り
の
好
き
な
方
、
ご
一
緒
に
お
稽
古
を

し
ま
せ
ん
か
。
お
仲
間
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
他
県
地
域
の
協
力
団
体
と
の
協

力
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
詳
細
は
当
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
土
浦
亀
城
刀
剣
会
）
で
検

索
を
お
願
い
し
ま
す
。

即売会の様子
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〈
ふ
ら
っ
と
キ
ッ
チ
ン
〉

代
表　
峯
山　
涼
子

地
域
で
活
動
す
る
管
理
栄
養
士
・
栄
養

士
が
運
営
し
て
い
る
「
み
ん
な
の
食
堂
」

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

思
い
つ
き
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、

キ
ッ
チ
ン
で
使
う
食
材
を
事
前
に
皆
で
仕

込
む
「
即
席
お
料
理
教
室
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
栗
を
煮
た
り
、
ジ
ャ
ム
を

作
っ
た
り
と
、
季
節
の
食
材
を
使
い
楽
し

み
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
食
材
の
寄
付
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
様
々
な
方
の
助
け
に
支
え

ら
れ
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
日
は
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
時
に
、
お
部

屋
を
自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
一

人
で
の
ん
び
り
し
て
も
、
誰
か
と
お
し
ゃ

べ
り
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。
お
散
歩
が
て

ら
「
ふ
ら
っ
と
」
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
所
の
際
は

お
電
話
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
と
助
か
り

ま
す
。 こ

ど
も
食
堂

こ
ど
も
食
堂
特
集
特
集

〈
わ
く
わ
く
キ
ッ
チ
ン
〉

代
表　
山
田　
美
穂

真
鍋
新
町
で
こ
ど
も
食
堂
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
「
わ
く
わ
く
キ
ッ
チ
ン
」
で
す
。

月
に
一
度
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う

を
合
言
葉
に
、
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方

ま
で
幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
に
な
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

「
わ
く
わ
く
キ
ッ
チ
ン
」
の
運
営
に
あ

た
り
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
や
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
ご
指
導
、
そ
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
蔭
で
4
周
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
で
の
ご
飯
を
減
ら
し
、
温
か
い
ご

飯
を
皆
で
食
べ
る
環
境
を
作
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
「
わ
く
わ
く
」
を
届
け
、

人
と
の
繋
が
り
が
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
一
助
と
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

開催日時開催日時
毎月第２又は第３日曜日
10時～ 14時まで

※�会場前の掲示や公式 LINE で
お知らせしています。

０９０－７０４２－６５７７
　　　　　真鍋３丁目９－２
　　　　　ふらっとサロン

３日前までの事前予約制です。。

開催日時開催日時
毎月第４日曜日

11時半～ 13時まで
※�変更の可能性がある為、�
予めお問合せ下さい。
０２９－８２３－８１６８
真鍋新町７－１６
天理教土浦分教会内

前日までの事前予約制です。
希望者は、お弁当での持ち帰
りも可能です。
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環
境
部
長　
　
　
　
風
野　
安
秀

私
達
環
境
部
員
は
公
民
館
職
員
の
協
力

の
も
と
、
一
丸
と
な
っ
て
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」及
び「
環
境
に
や
さ
し
い
緑
の
カ
ー

テ
ン
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

「
第
54
回
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

及
び
「
第
13
回
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
審
査
に
お
い
て
共
に
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

花
の
咲
く
時
期
や
色
合
い
の
工
夫
、
気

象
変
動
に
よ
る
猛
暑
、
日
々
の
管
理
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

咲
き
誇
る
花
に
水
や
り
、
手
入
れ
作
業

を
し
て
い
る
と
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
人

た
ち
か
ら
「
お
花
い
つ
も
綺
麗
で
す
ね
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
が

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
室
内
の
温

度
上
昇
を
防
ぎ
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

「
ゴ
ー
ヤ
、
ひ
ょ
う
た
ん
」
な
ど
を
植
え

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
人
た

ち
が
心
和
む
よ
う
な
花
壇
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
づ
く
り
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
明
る
い

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル 

及
び

　
　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル 

及
び

　
　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

優
秀
賞

市民体育祭の様子

（5）



　

公
民
館
講
座
は
、
前
期
・
後

期
に
分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
募
集

要
項
は
、
市
の
広
報
紙
「
つ
ち

う
ら
」
の
４
月
・
９
月
号
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
各
中
学

校
区
の
公
民
館
毎
に
募
集
案
内

が
出
ま
す
。
二
中
地
区
以
外
の

講
座
に
も
応
募
出
来
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
に
問

い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
の
ご
案
内

後
期
公
民
館
講
座

令
和
７
年
度

今日からはじめる！美腸活習慣

イタリアを感じよう　〜イタリア料理〜

ＺＵMＢＡ（ズンバ）

免疫力アップ！ヨガ

知って備える！もしものときのがん講座

スマホ講座！写真とビデオの撮影・編集術

（6）



二
中
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
今
年

度
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
年
度
、

二
中
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に
は
、
真

鍋
小
学
校
か
ら
、
４
年
生
４
名
、
５
年
生

９
名
、
６
年
生
５
名
、
土
浦
第
二
中
学
校

か
ら
、
７
年
生
４
名
、
８
年
生
１
名
、
合

計
23
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
年
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん

ど
が
、
昨
年
度
も
参
加
し
て
く
れ
て
い
て

特
に
中
学
生
の
多
く
の
子
が
、
４
年
生
か

ら
続
け
て
、
ま
た
は
、
５
年
生
か
ら
続
け

て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
度
お
こ
な
っ
た
活
動
は
、
全
部
で

８
回
。

ど
れ
も
楽
し
い
活
動
ば
か
り
で
し
た
。

特
に
印
象
深
か
っ
た
活
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
モ
ル
ッ
ク

５
月
25
日（
日
）に
お
こ
な
っ
た
モ
ル
ッ

ク
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、木
の
棒
（
モ
ル
ッ

ク
）
を
投
げ
て
、
地

面
に
立
た
せ
た
12
本

の
ピ
ン
（
ス
キ
ッ
ト

ル
）
を
倒
し
、
得
点
が
、
相
手
チ
ー
ム
よ

り
早
く
50
点
ピ
ッ
タ
リ
に
な
っ
た
ほ
う
が

勝
ち
と
い
う
ゲ
ー
ム
。
こ
の
日
は
、
男
子

チ
ー
ム
が
２
つ
、女
子
チ
ー
ム
が
１
つ
の
、

３
つ
の
チ
ー
ム
で
戦
い
ま
し
た
。ほ
か
に
、

こ
の
日
ご
来
館
さ
れ
た
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
チ
ー
ム
と
子
ど
も
チ
ー
ム
と
の
対
戦
も

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
鉄
道
博
物
館
見
学

６
月
７
日
（
土
）、
二
中
地
区
公
民
館

を
８
時
に
出
発
し
、
土
浦
北
IC
か
ら
常
磐

自
動
車
道
に
乗
り
、
三
郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
経
由

し
、
東
京
外
環
自
動
車
道
を
走
り
、
新
都

心
西
IC
で
下
り
、
お
よ
そ
２
時
間
半
で
、

鉄
道
博
物
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
日

最
初
の
活
動
は
、
本
物
の
電
車
に
似
た
運

転
台
の
椅
子
に
座
り
、
マ
ス
タ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
し
な
が
ら
、
電
車
の
加

速
、
減
速
、
停
止
の
し
か
た
を
学
ぶ｢
運

転
士
体
験
教
室｣

で
し
た
。
ほ
か
に
、
鉄

道
ジ
オ
ラ
マ
の
見
学
も
し
ま
し
た
。
鉄
道

ジ
オ
ラ
マ
で
は
、長
く
繋
が
れ
た
新
幹
線
、

特
急
電
車
、
通
勤
電
車
の
模
型
が
何
両
も

同
時
に
走
る
光
景
は
壮
観
で
し
た
。

③�

朝
日
里
山
学
校
と
い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク

10
月
18
日
（
土
）
に
、
石
岡
市
に
あ
り

ま
す
朝
日
里
山
学
校
と
い
ば
ら
き
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。

朝
日
里
山
学
校
で
は
ピ
ザ
作
り
を
体
験

し
、
い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

今
の
時
期
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
バ
ラ
の

花
を
見
た
り
、
ス
カ
イ
サ
イ
ク
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
ス
ラ
イ
ド
に
乗
っ
た
り
、
お
土
産

な
ど
を
買
っ
た
り
し
ま
し
た
。

愛
蔵
版 

国
宝 （
上
） 

青
春
篇	

吉
田
修
一

愛
蔵
版 

国
宝 （
下
） 

花
道
篇	

吉
田
修
一

ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
マ
ン
と
覚
醒
す
る
女
た
ち

	

東
野
圭
吾

藍
を
継
ぐ
海	

伊
予
原
新

ゲ
ー
テ
は
す
べ
て
を
言
っ
た	

鈴
木
結
生

Ｎ
の
逸
脱	

夏
木
志
朋

死
ん
だ
山
田
と
教
室	

金
子
玲
介

名
探
偵
の
ま
ま
で
い
て	

小
西
マ
サ
テ
ル

名
探
偵
じ
ゃ
な
く
て
も	

小
西
マ
サ
テ
ル

フ
ァ
ラ
オ
の
密
室	

白
川
尚
史

科
学
的
に
証
明
さ
れ
た 

す
ご
い
習
慣
大
百
科

 	

堀
田
秀
吾 

【
改
訂
版
】
本
当
の
自
由
を
手
に
入
れ
る 

お
金
の

大
学	

両
＠
リ
ベ
大
学
長

70
歳
か
ら
の
ス
マ
ホ
の
使
い
こ
な
し
術
〈
２
〉　

人
に
聞
か
ず
解
決
！	

増
田
由
紀

ビ
ジ
ュ
ア
ル
版 

一
冊
で
つ
か
む 

古
事
記
・
日
本

書
紀	

三
橋
健

ぼ
く
の
ね
こ
ポ
ー	

岩
瀬
成
子
、
松
成
真
理
子

大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
3	

鈴
木
の
り
た
け 

パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
り
ん
ご
か
め
ん	

柴
田
ケ
イ
コ

や
な
せ
た
か
し
物
語	

や
な
せ
ス
タ
ジ
オ

ぐ
ん
ぐ
ん
考
え
る
力
を
育
む
よ
み
き
か
せ 

う

ち
ゅ
う
の
お
話
20	

国
立
天
文
台
、
山
下
美
樹

活
動
紹
介

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

５
月	

開
講
式

	

モ
ル
ッ
ク

６
月	

鉄
道
博
物
館
見
学

７
月	

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

８
月	

ポ
ン
ポ
ン
船

９
月	

絵
手
紙

10
月	

朝
日
里
山
学
校
で
ピ
ザ
作
り

	

い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

11
月	

二
中
地
区
文
化
祭
で
模
擬
店

	

の
お
手
伝
い

12
月	

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

	

閉
講
式

（7）



如
月
と
い
う

　
月
の
持
つ
意
味

　

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
も

う
二
月
。
二
月
の
こ
と
を
、
別
名

如
月
と
呼
ぶ
。
こ
う
し
た
呼
び
名

を
、
和わ

ふ
う
げ
つ
め
い

風
月
名
と
言
う
の
だ
が
、
こ
れ

に
は
日
本
人
の
季
節
感
と
そ
れ
に
伴
う

生
活
や
行
事
等
の
移
り
変
わ
り
が
反
映

し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
呼
び
名
は
、

千
年
以
上
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と

い
う
か
ら
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
で

も
あ
る
の
だ
。

　

さ
て
、
如
月
の
持
つ
意
味
で
あ
る
が
、

次
の
3
つ
の
意
味
説
が
有
力
で
あ
る
。

　
①�

衣
更
着　

寒
さ
が
一
段
と
増
す
の

で
、
衣
を
更
に
着
る
よ
う
に
な
る
。

　
②�

気
更
来　
春
が
近
付
く
た
め
、
陽
気

が
更
に
明
る
く
強
く
な
っ
て
く
る
。

　
③�

生
更
木　
春
に
向
か
っ
て
、
樹
木
が

更
に
生
え
る
。

　
現
代
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
3
つ
の

説
は
年
齢
や
職
業
、
立
場
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
人
々
に
当
て
は
ま
り
、
ど
れ
が
正

し
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
高
齢
の
方
な

ら
ま
だ
ま
だ
寒
い
季
節
だ
か
ら
、
①
に
な

る
で
あ
ろ
う
し
、
若
い
方
な
ら
春
の
装
い

の
準
備
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
自
宅
の
庭
な

ど
に
樹
木
が
あ
る
方
な
ら
、
③
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
二
月
は
観
梅
の
季
節
で
あ
る
。

　

二
中
地
区
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
如
月

は
、
①
～
③
の
ど
れ
で
あ

ろ
う
か
。
季
節
と
生
活
の

変
化
を
考
え
て
み
る
の

も
面
白
い
。

編集部コラム

▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。

優
秀
賞

　
土
浦
第
二
中
学
校

　
　
　
　
　
７
年　
高
野　
華
奈

優
秀
賞

　
真
鍋
小
学
校

　
　
　
　
２
年　
櫻
井　
陸
翔

優
秀
賞

　
真
鍋
小
学
校

　
　
　
　
５
年 　
池
田　
颯
真

優
秀
賞

　
真
鍋
小
学
校

　
　
　
　
３
年　
羽
鳥　
美
央

優
秀
賞

　
真
鍋
小
学
校

　
　
　
　
４
年　
新
関　
大
翔

最
優
秀
賞 

　
土
浦
第
二
中
学
校

　
　
　
　
　
８
年　
中
田　
開
大

絵画コンクール「市の木・市の花・市の鳥」優秀賞
（8）


